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年度末にあたり、今年度の出来事を振り
返ってみたいと思います。
令和4年3月に新型コロナウィルス感染症

の第6波がようやく収まったのも束の間、す
ぐに第7波・第8波が押し寄せてきました。
この間、通常診療も行いながら、町内の介護
施設でのクラスターへの対応等に追われ、本
年度も「コロナ対策」に追われた1年でした。
これに伴い、院内での検査件数も増加し、抗
原検査・PCR検査の総数は1,424件を数え
ました（令和3年は258件）。特筆すべきは、
検査の陽性率が0.8％（令和3年）から24％
（令和4年）に上昇したことです。当然、西
和賀町内での療養を要する患者数も増えて
いったため、当院での入院治療の受け入れを
開始しました。
院内2室に陰圧装置を設置し、各関係機関

からのご指導のもと、8月に第1例目の患者
を受け入れ、12月までに合計16人の入院患
者を受け入れました。中部医療圏全体を見た
場合、総数としては多くありませんでしたが、
広い圏域内で県立中部病院・北上済生会病
院・県立遠野病院に次ぐ4番目の受け入れ病
院として、地域のニーズに応えることができ
たと考えています。
令和4年度の新メンバーとして、内科医長

の熊谷和也先生、歯科医長の角田直子先生を
お迎えし、パワーアップしてのスタートを切
りました。熊谷先生は心臓血管外科の経験を
積んでおり、内科一般の診療の他、循環器疾
患の診療にも力を注いでいただき、大きく貢
献していただきました。歯科の角田先生は口
腔外科が専門であり、当院の歯科診療の充実
を図っています。さらに医科歯科連携を強化
しつつ、医科の入院患者に対する口腔管理・
NST活動にも熱心に取り組んでいただきま
した。そのひとつの現れとして、当院で初め
てとなる嚥下内視鏡（VE）を導入しており
ます。これにより嚥下機能評価を行うことで、
摂食機能療法の充実・誤嚥性肺炎の予防など
の点で大きく寄与しています。今後更なる充
実を期待するところです。

当院での嚥下内視鏡の様子

令和4年度を振り返って

院長 小原 眞

新年度を迎えるにあたり、更なる進歩を目
指します。今後も地域に根ざした病院として
の役割を果たすべく、スタッフ一同努力して
いく所存です。引き続き関係各所のたくさん
のご協力をいただきますようお願い申し上げ
ます。
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2022年11月24日、当院で地域医療研修を
行った研修医の先生方の修了報告会がありまし
た。昨年は北上済生会病院から1名と中部病院
から6名の医師が当院に研修に来られました。

4週間の研修中に、一般・救急外来診療、入
院診療、訪問診療、特別養護老人ホームの回診
などを担当して頂きました。その中でも、訪問
診療が最も印象に残ったという先生方が多かっ
たです。通院困難な患者さんの自宅に訪問する
こと、病院外で診察することだけでも特別な感
じがしますが、実際に生活している空間で‘普
段の患者さん’を診ることができました。在宅
での看取りの場面に立ち会えた医師もおりまし
た。より近い位置で患者さんや家族と接するこ
とができ、印象深いものになったと考えられま
す。
また、当院では週に1度の総回診で他職種と、

月に1度の連携会議では町内の開業医の先生方
と患者情報を共有しています。情報を共有する
ことが日々の診療を円滑にして、患者さんに良
い結果をもたらすことを学んでくれたと思いま
す。
そして、ぶなの園の回診や集団予防接種など

は、もう経験することはないかもしれません。
北村総括院長による早朝の課外活動（山菜採
り）や虫（クモ、ヤスデ、カメムシなど）が出
る官舎も良い思い出になったのではないでしょ
うか？ちなみに、敷地内に官舎を新築していま
すので、後輩に当院での研修を‘安心して’勧
めて下さい。

地域医療研修報告会を開催
しました

内科医長 熊谷 和也

個性あふれる7名の先生方と過ごした約半
年間、我々も刺激をもらいました。当院での
研修が、先生方の医師人生に少しでも良い影
響を与えられたら幸いです。

研修医療報告会の様子
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